
教
育
後
授
会
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
ご
健
勝
に
て
お

過
ご
し
の
こ
と
と
拝
察
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

常
日
頃
よ
り
、
本
学
の
運
営

に
対
し
、
温
か
い
ご
支
援
を
頂

戴
し
心
か
ら
感
謝
を
い
た
し
て

お
り
ま
す
。お
陰
様
で
、皆
様
方

の
大
切
な
ご
子
女
と
と
も
に
大

学
も
発
展
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
明
海
大
学
は
、
坂
戸

キ
ャ
ン
パ
ス
の
歯
学
部
創
立
以

来
３８
年
、
浦
安
キ
ャ
ン
パ
ス
の

外
国
語
学
部
お
よ
び
経
済
学
部

創
立
以
来
２０
年
が
経
過
し
、
本

当
の
意
味
で
の
社
会
か
ら
の
評

価
を
受
け
る
年
齢
に
な
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
私
は
、
本
年
度

か
ら
学
長
を
拝
命
し
て
お
り
ま

す
が
、「
入
学
し
て
良
か
っ
た
」、

「
学
べ
て
良
か
っ
た
」、
そ
し
て

「
卒
業
し
て
良
か
っ
た
」
と
言

わ
れ
る
満
足
度
の
高
い
大
学
に

す
べ
く
、
教
職
員
一
丸
と
な
っ

て
努
力
す
る
所
存
で
す
。

ご
存
じ
の
よ
う
に
、
明
海
大

学
の
建
学
の
精
神
は
「
社
会
性
、

創
造
性
、
合
理
性
を
身
に
つ
け
、

広
く
国
際
未
来
社
会
で
活
躍
し

得
る
有
為
な
人
材
の
育
成
を
め

ざ
す
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
社
会
性
、
創
造
性
そ
し

て
合
理
性
を
身
に
つ
け
る
と
い

う
こ
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の

で
し
ょ
う
か
。
私
た
ち
を
取
り

巻
く
社
会
は
「
生
き
物
」
の
よ

う
に
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
を
し

て
い
ま
す
。
私
た
ち
を
取
り
巻

く
社
会
は
個
々
の
置
か
れ
た
状

況
で
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
私
た

ち
を
取
り
巻
く
社
会
は
自
分
の

力
で
変
え
ら
れ
る
こ
と
と
変
え

ら
れ
な
い
こ
と
が
出
て
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
社
会
に
旅
立
つ
ご

子
女
に
と
っ
て
、
私
た
ち
が
で

き
る
支
援
と
は
何
か
を
考
え
て

い
た
だ
く
と
、
そ
れ
は
社
会
性

と
創
造
性
と
合
理
性
を
基
本
に

持
ち
、
自
ら
の
出
会
う
状
況
を

的
確
に
判
断
し
て
、
最
良
の
解

決
を
引
き
出
す
こ
と
の
で
き
る

能
力
で
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
き

ま
す
。
私
は
、
こ
の
能
力
を「
人

間
力
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

最
近
、
一
般
的
に
使
用
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
「
人
間
力
」

で
す
が
、一
般
的
な「
人
間
力
」

と
は
「
学
力
や
ス
キ
ル
に
存
在

し
な
い
人
間
と
し
て
の
総
合
的

な
能
力
」（W

ikipedia

）と
い
う

意
味
合
い
な
の
で
し
ょ
う
。
本

学
に
お
い
て
の
人
間
力
は
、
建

学
の
精
神
の
「
社
会
性
、
創
造

性
、
合
理
性
」
の
総
体
と
し
て

「
明
海
の
人
間
力
」
と
称
し
て

お
り
、
教
育
の
目
標
・
目
的
と

し
て
提
示
し
て
い
ま
す
。

明
海
大
学
で
学
ぶ
わ
ず
か
な

時
間
の
中
で
、
学
生
諸
氏
が
少

し
で
も
将
来
、
自
己
実
現
に
向

か
っ
て
進
む
こ
と
の
で
き
る
本

当
の
意
味
で
の
「
明
海
の
人
間

力
」
を
培
っ
て
く
れ
れ
ば
嬉
し

い
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
社
会

の
中
で
、
自
分
が
こ
う
あ
り
た

い
と
か
、
こ
う
な
り
た
い
と
か
、

夢
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
が
、

さ
ら
に
そ
の
夢
を
実
現
す
る
こ

と
が
で
き
る
能
力
を
大
切
に
育

て
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

教
育
は
、
学
校
、
家
庭
、
地

域
の
三
者
の
協
力
で
行
う
も
の

で
す
。
今
後
と
も
、
教
育
後
援

会
と
は
同
じ
軸
足
で
、
お
預
か

り
し
て
い
る
ご
子
女
の
「
人
間

力
」
を
育
て
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

『
人
間
力
』明

海
大
学
学
長

安
井

利
一

教
育
後
援
会
で
は
、
地
方
在

住
の
保
護
者
を
対
象
に
、
大
学

の
様
子
や
学
生
た
ち
の
生
活
の

様
子
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、

各
地
区
で
教
育
懇
談
会
を
行
っ

て
い
る
。
今
年
度
も
９
月
１４
日

（
日
）の
北
陸
地
区
を
皮
切
り
に
、

11
月
末
ま
で
に
全
国
７
カ
所
で

開
催
す
る
こ
と
が
決
定
し
た
。

懇
談
会
で
は
、
教
職
員
か
ら

大
学
の
現
況
の
報
告
が
あ
る
ほ

か
、
学
生
一
人
ひ
と
り
の
現
状

に
つ
い
て
保
護
者
が
個
別
面
談

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

個
別
面
談
で
は
、
各
学
生
の

成
績
表
や
個
人
別
時
間
割
を
見

な
が
ら
、
成
績
・
学
習
態
度
な

ど
を
学
科
担
当
教
員
が
詳
し
く

説
明
し
て
く
れ
る
ほ
か
、
留
学

や
就
職
に
つ
い
て
も
、
担
当
職

員
に
直
接
相
談
す
る
こ
と
が
可

能
。

ま
た
、
面
接
の
後
に
は
懇
親

会
も
行
わ
れ
る
の
で
、
各
地
域

の
保
護
者
同
士
の
交
流
・
情
報

交
換
の
場
と
も
な
っ
て
い
る
。

例
年
、参
加
者
か
ら
は「
ち
ゃ

ん
と
し
た
生
活
が
で
き
て
い
る

の
か
ど
う
か
を
、
子
ど
も
自
身

か
ら
だ
け
で
は
な
く
先
生
か
ら

も
聞
け
る
と
ホ
ッ
と
す
る
」、

「
１
年
生
の
と
き
か
ら
毎
年
参

加
し
て
い
る
が
、
年
に
一
度
の

楽
し
み
」、「
大
学
ま
で
わ
ざ
わ

ざ
出
か
け
る
機
会
が
な
い
の
で
、

大
学
側
か
ら
出

か
け
て
き
て
い

た
だ
け
る
の
は

う
れ
し
い
」
と

い
っ
た
声
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。

父
親
だ
け
、

母
親
だ
け
、
夫

婦
そ
ろ
っ
て
、

な
ど
参
加
の
形

は
人
そ
れ
ぞ
れ
。

成
績
は
も
ち
ろ

ん
、
就
職
活
動

の
早
期
化
も
保
護
者
と
し
て

は
気
に
な
る
と
こ
ろ
。
ぜ
ひ

こ
の
機
会
に
足
を
運
ん
で
情

報
収
集
し
て
み
て
は
い
か
が
。

※
参
加
無
料
（
会
場
へ
の
交

通
費
は
自
己
負
担
）。
各
ご

家
庭
へ
手
紙
で
ご
案
内
し
ま

す
。
問
い
合
わ
せ
は
教
育
後

援
会
事
務
局
（
�
０
４
７
・

３
５
５
・
５
１
１
２
／
平
日

Ａ
Ｍ
９
〜
Ｐ
Ｍ
４
）ま
で
。

２
０
０
８
年
度
も

全
国
７
カ
所
で
開
催
が
決
定
!
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健闘に拍手 ! 2007年度
各部の成績を紹介

空手道部（体育会）

「第43回東日本大学空手道選手権大会」
ベスト16（男子団体組手）、ベスト16（女子団体組手）
「第51回全日本学生空手道選手権並びに東西対抗戦」
2回戦出場（男子組手／高谷選手）
「第50回関東大学空手道選手権大会」
ベスト16（女子団体組手）
「千葉県県民大会（空手道競技）」
1位（男子団体組手／小林・武田・丸山・形部 各選手）
「第18回関東学生空手道体重別選手権大会」
ベスト16（男子組手／高谷選手）
ベスト16（女子組手／石井選手）

サッカー部（体育会）

「平成19年度千葉県大学サッカー1部春季リーグ」
1位（6勝2分け）
「平成19年度千葉県大学サッカー1部秋季リーグ」
1位（5勝0敗1分け）
「平成19年度（第40回）関東大学サッカー大会」
1回戦敗退（関東大学サッカー地域リーグ代表）

ヨット部（体育会）

「平成19年度春季関東学生ヨット選手権大会」7位
「2007FJ級ヨット世界選手権大会」2年連続出場
「関東470選手権大会」初出場
「第37回全日本470級ヨット選手権大会」初出場
「第74回関東学生ヨット選手権大会」10位

陸上競技部（学友会体育会連盟会）

「関東インカレ（国立）」
男子走幅跳3位（富田選手）
4×100mリレー9位（吉井・福島・大迫・小林 各選手）

2008年度 各地区教育懇談会 開催日程
■北陸地区（新潟市）教育懇談会
9月14日（日）
ホテルイタリア軒
（新潟市西堀7番1574）
■信州地区（長野市）教育懇談会
9月28日（日）
ホテル国際21長野
（長野市県町576）
■東北B地区（福島市）教育懇談会
10月5日（日）
ホテルサンルートプラザ福島
（福島市大町7-11）
■東北A地区（盛岡市）教育懇談会
10月13日（月・祝）
ホテルエース盛岡
（盛岡市中央通り2-11-35）

■東海地区（静岡市）教育懇談会
11月9日（日）
ホテルセンチュリー静岡
（静岡市駿河区南町18-1）
■九州地区（福岡市）教育懇談会
11月23日（日・祝）
博多エクセルホテル東急
（福岡市博多区中洲4-6-7）
■関東地区（2年次）教育懇談会
11月29日（土）
明海大学浦安キャンパス
（浦安市明海1丁目）

学生表彰者 ※敬称略／全員4年生（当時）

1．表彰対象� （推薦基準A該当者）

功 績

在学中に10の資格を取得。3年次では不動産鑑定士短答式試験に合格し、
不動産学部学生として顕著な活躍をみせた。

2．表彰対象� （推薦基準B-1該当者）

所 属 団 体 ・ 功 績

空手道部（2007年度 主将）

サッカー部（2007年度 主将）

ヨット部（2006・2007年度 主将）

女子硬式庭球部（2007年度 主将）

男子ラクロス部（2007年度 主将）

女子ラクロス部（2007年度 主将）

陸上競技部（2006・2007年度 主将）

チアリーディング部（2007年度 主将）

バレーボール部（2006年度 主将）

水泳部（2006年度 主将）

合気道部（2007年度 主将）

E.S.S.英語会（2006年度 部長）

軽音楽部アリーナ（2006年度 部長）

情報処理研究部（2006年度 部長）

ワンダーフォーゲル部（2006年度 部長）

吹奏楽部（2006年度 部長）

中国留学生会（2006年度 会長）

ネパール留学生会（2007年度 会長）

2．表彰対象� （推薦基準B-2該当者）

所 属 団 体 ・ 功 績

2006年度 学友会副会長（中央委員会副委員長）

2006年度 学園祭実行委員会委員長

2005年度 学術文化連合会会長

2005・2006年度 卒業アルバム制作委員会

2007年度 スノーキャンプ実行委員会

2007年度 卒業パーティー実行委員会

3．表彰対象� （推薦基準C該当者）

内 容

東京都江戸川区葛西中学校の日本語学級において、日本語指導ボランティア活動を実施
し、今後も継続する。2月からは教材作成にも従事することになっている。
「はねこ踊り」（宮城県桃生市）の伝承・ボランティア活動を実施。今後、
リオのカーニバルにも参加を予定。
浦安市学生防犯委員会V5の活動に発足時から出席。2006年からはリーダー
として活動した。浦安警察署長から個人名で感謝状を授与された。

学 科

不動産学科

学 科

経済学科

経済学科

不動産学科

経済学科

日本語学科

不動産学科

経済学科

英米語学科

経済学科

不動産学科

経済学科

日本語学科

経済学科

経済学科

経済学科

経済学科

不動産学科

経済学科

学 科

英米語学科

日本語学科

経済学科

経済学科

経済学科

不動産学科

学 科

日本語学科

英米語学科

経済学科

氏 名

飯塚 仁美

氏 名

川合 真登

山� 和也

天野 宏彦

長� 沙織

川合 泰嘉

風間 優子

橋爪 智紀

尾谷 文子

村川 誠一郎

田中 良太

恩田 拓也

本間 勇介

星野 拓哉

深井 信宏

渡辺 つかさ

椿 正雄

王 春年

スレスタ ルペンドラ クマル

氏 名

�田 美幸

大滝 知里

下川 翔

黒宮 優子

千代倉 絵美

井手 彩乃

氏 名

大石 明日香

若山 友美

下川 翔

教育懇談会

東北B（福島）

東北A（盛岡）

関東（2年次）
（浦安）

▲学部・学科や留学・就職などのブース分けがあ
り、じっくり相談できる（昨年の関東地区での様子）

東海（静岡）

▲

大
学
の
取
り
組
み
や
学
生
た
ち
の

置
か
れ
た
状
況
を
詳
し
く
聞
け
る
全

体
会（
昨
年
の
東
北
Ｂ
地
区
の
様
子
）

北陸（新潟）

信州
（長野）九州

（福岡）

略歴
北海道出身。城西歯科大学（現・明
海大学）大学院歯学研究科博士課程
修了（歯学博士）。口腔衛生学の専門
家であり、平成15年より同大の歯
学部長を、平成18年からは副学長
を務めた。任期は2008～2011年度。

第３０号し お か ぜ（３）


